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nence に 特異 的 に 認め ら れ る点や dopamine 　neuron

te  inalが median 　eminence に 認 め られ る点 か ら，

DA 作用 は 視床下部 を介 し て い る と想定 して い ま す．
』

L・DOPA を使用 し て LH 分泌亢進が認め られ た 成績

と Dopamine 　HCl 　infusion終了後 LH が上昇す る 成

績は ， L −DOPA と Dopamine 　HC1 の 半減期 の 差及 び

投与時間 の 差 か ら同
一

に は 考 えられませ ん が，一般的

に DA は LH の 分泌 に 抑制的 に 作用す る と い わ れ て

い ます．

　150．母体血中各種 C2t　steroid の 妊娠経過 に よ る動

態一特 に 各 steroid 値相互 関係の 推移
一

　　　 （昭和大）

　　　　　　鈴木　英彦，金沢　元美，福島　悦雄

　　　　　　矢内原　巧 ， 中山　徹也

　母体血 中各種 C2、
　steroid （S）の うち △

5
系の遊離型

（f）及 び抱合型 （C ）Pregnenolone （P5）1／6α QH ・Ps

と △
4
系 の Progesterone（P4），16α OH ・P4 （16P ，）を

同時 に 測定 し，妊娠経過 に よ る推移 を 検 し た 報告 は な

い．そ こ で こ れ ら Cz、
・S値及 び各 S値相互関係 の 時期

的変化を検し た．

　方法 ：妊娠 5．週 よ り41週の 正常妊婦94例 に つ い て 血

清中上記 6 種 の S を RIA 法 に て 同時測定 し，更に各 S

値間の 比に つ い て 検 した ．

　成 績 ：1） 上 記 S 値 の うち △
5
系 と △

4
系は 共 に 24週

迄 は △
5
系が △

4
系 よ りや や 高 くい ずれ もわず か に 漸

増す る．そ の 後は い ずれ も平行し て 急増する．これ ら

の うち 16α
・OH を うけ て い ない P， と P4推移 で は

，
　P4

は 24週 か ら30週 に か け て 急増 し，P5 は 中期迄漸増以後

ほ ぼ
一

定，
一

方 16P4，16P5共 に 30週以 降増加す る，こ

れ ら C2、
−S は △

5
系 △

4
系 は 妊娠 末期 に は 増量 す る が

△
4
系 の P4 の 増加が △

5
系 の P5 の 増加 よ り著し く， 又

16α
一〇H を うけた も の で は 16P5の 増加 h9　16P4 に 比

べ て 著し い ．2）△
41

△
5
比  　P4fP5 妊娠30週迄 に 漸増

し以後プ ラ トー  16P 、／16P，
の 比 は 妊娠期間を通 し

て 目立 つ た 変化 は 認 め られ な か つ た ．3）16P，／P5，

16P 、／P、 両者共 に 時期的変化に 関し て は ほ ぼ 同様 憊 あ

つ て 30週以降は い ずれ も有意の 上昇を示し ， 末期で最

高 と な る，4） f／c，i） P5f／cf は 量的 に は 少 ない が妊

娠 週数 と共 に 中期迄漸増 し末期に か けそ の値を保 つ ．

C は 32週 迄 は 漸時増加 し そ の f／c 比 は 妊娠 申 を 通 し て

有意の 変化 は な い が
， 末期 に は 減少傾 向 が あ る ili ）

16P，，fは 僅 か に 24週迄漸増，　C は 20週 か ら30週迄漸 増

32週以後は 急増，f／c 比 は 20以 後は こ の 為減少40週 で

最低 となる．

　要約 ：  G21S の △
5A4 系 は 妊娠経過 と伴なつ て

平行 して 増加．  16a・OH を うけて い な い C・21S で

は P、 の 増加 の 方が P 、 よ り著し い ，  16α OH −C、、S

で は △
5

の ・．16α QH −S の 方が △
4 系 16P 、 よ りも妊娠末

期 で の 増加度が著し い ．  △
SC −21S の f／c 比 に つ い

て は
， 16P5で 妊娠 中期以後 末期迄抱合型の 増加が顕著

とな る，

　 151．強活性 LHRH 同類体 の 子 宮 へ の 直接作 用 の

分析

　　　　　 （東京医歯大）鈴木　　明， 園　　信義

　　　　　　　　　　　 西　　 望，斉藤　 　幹

　目 的 ： 強活性 LHRH 同類体 D ・Trp6−LHRH が 子 宮

へ 直接作用 し て い る とい う報告があ る，

　今 回，Des−Glyi° 一〔D −Leu6〕LHRH 　 ethylamide

（TAP −144）の 子宮 へ の 直接作用を子宮重量，子宮細 胞

質 E2 結合部位 （B．S） よ り検討 した ．

　方法 ：CRJ ：CD 系雌幼若 ラ ッ ト （2｝日齢）を ovari−

ectomy 後 Vehicle
，
　E22．5μg，　Ei2，5μg十 TAP ・1441 ，

10，100μg，E22 ．5μg十 TRH26 ．6μg，　E22．5μg 十 Tamo ・

xifen 　500μ g の 各群 に つ い て
， 負荷 1 ，24時間後断頭，

子 宮湿重量 を測定後直ち に 10倍量の Tris・HCI 緩衝液

に て ホ モ ジ ナ イ ズ
， 4℃，800g， 10分間遠沈後上清を更

に 4 ℃
，
105

，
000g，60分閣遠沈そ の 上 清を 2．5％ Norit

A ，0．25％Dextran　T −70 の DCC に て free・steroid を

除去 ， 細胞質分画 と した ．IPellet ・は Buller　et　al の 方

法に準じて 調整 し た．細胞質 B．S．は 25℃ overnight ，
’

核 B ，S は 37℃，6  分の exchange 　assay を行な つ た ．

　 成績 ：（1） Ez 投与に よ る receptor の 核内 translo−

cation 及び replenishment が観察 さ れ た ．  TRH

及 び 非 ス テ ロ イ ド系 抗 エ ス ト ロ ゲ ソ 剤で あ る Tamo −
’

xifen で は ， 前者で 影響は みられず，後者 （E2 の 200倍

量）で は
， 細胞質 B ．S 誘導を 璃 単独投与群 に 比 し

， 有

意 （P 〈 O．Ol）に抑制した ．（31・E2 投与24時間後の 細

胞質 B．S の 誘導 に 対 して
，
　 TAP −1441 ，10，100μg の

phammacelogical　 doseに お い て ， 抑制傾向を示すが

E
， 単独投与群 に 比較し て ∴統 計的有意差 は み られ なか

つ た．（4＞ E， 投与24時間後 の 子宮重量増量に 対 し て

TAP ・144，　TRH ，　Tamoxifen の 影 響 は み られな か つ

た，（5） Hypophysectomized −ovariectomized 　rat と

evariectomized 　rat 間 に お け る E ， ，
　TAP −144 投 与 24

時間後 の 子宮重量増量及 び細胞 質 B ．S誘 導 は 著 明 な

差がみ られ ない 。

　結論 ：TAP ・144の pharmacological　dose　 1 回投与

に お い て E2 投与 に よ る 子宮重 量増量 に 影響 は 認 め ら
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